
豊かな大阪湾の海に向けて
今、私たちそれぞれができること

第162回海洋フォーラム in 海遊館

NPO法人大阪湾沿岸域環境創造研究センター
岩井克巳



大阪湾の概要

• 大阪湾の集水面積 11,200km2（平成19年度大阪湾流域別下水道整備
総合計画基本方針）

• 大阪湾の流域人口は1,745万人（平成26年1月1日現在推計人口）

出典：「大阪湾環境データベース」国土交通省近畿地方整備局



• 湾奥の海岸線のほとんどが人工海岸（垂直護岸）
• その内の約50%が一般の人が入れない非開放系海岸
• 湾奧は水深5m未満の浅場がほとんど無い

出典：「大阪湾環境データベース」国土交通省近畿地方整備局
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一般の人が感じる“大阪湾”の３大イメージ
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波浪や風の影響をあまり受けなくなり、安心して遊べる浜になった

たくさんの鳥がくるようになった

海水浴や潮干狩りなどの海辺のレクリエーションができなくなった

海域の浜の生物が少なくなった

海水が汚れた

海への景観が閉ざされた

その他

30年前の御前浜・香櫨園浜の自然環境との比較 (複数回答、回答者315人)
「海と陸との環境共生学 海陸一体都市をめざして」から抜粋
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河川からの負荷量は大幅に減少

大阪湾の水質

出典：「大阪湾環境データベース」国土交通省近畿地方整備局



海域の富栄養化は改善傾向に！

大阪湾の水質

出典：「大阪湾環境データベース」国土交通省近畿地方整備局

水質基準
COD

A類型：2mg/l、B類型：3mg/l、C類型：8mg/l
T-N

Ⅱ類型：0.3mg/l、Ⅲ類型：0.6mg/l、Ⅳ類型：1.0mg/l
T-P

Ⅱ類型：0.03mg/l、Ⅲ類型：0.05mg/l、Ⅳ類型：0.09mg/l



大阪湾の潮流

湾奥の流れが弱くなる

湾口の流れが弱くなる

栄養豊富な水が湾奥に溜まりやすい！



大阪湾の水質

栄養塩の偏在化！

出典：「大阪湾環境データベース」国土交通省近畿地方整備局



大阪湾の主な漁場

イワシなどのプランクトン食性
の魚（浮き魚）の漁場

エビ・カニ・底魚の漁場

出典：「大阪湾環境データベース」国土交通省近畿地方整備局



大阪湾の漁獲量の推移

主な漁場と漁獲量・栄養塩の偏在との因果はあるのか？
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昭和40年代の魚種の多様性 

貝類、ｴﾋﾞ・ｶﾆ類の漁獲の創

出 

昭和 50 年代のﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ食

性魚の多獲性の維持 

水産資源ポテンシャル

底魚：昭和40年代の魚種多様性回復が課題
浮魚：昭和50年代の多獲性の維持



大阪湾の浮遊ごみ回収量

出典：「大阪湾環境データベース」国土交通省近畿地方整備局



豊かな大阪湾とは？
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私たちが大阪湾でできること

森・川・里・都市・海等のネットワークを通じて、美しく親しみやすい豊かな
「魚庭（なにわ）の海」を回復し、市民が誇りうる「大阪湾」を創出する

行政や市民、漁業者、企業が積極的にそれぞれの役割を担って、
多様な生物が生息し豊かな海産物が得られるようにしていく！

大阪湾再生第二期行動計画目標



「近くて遠い大阪湾」を「身近な大阪湾」にするために、私
たちの生活の中で忘れた何かを再認識する！

私たちができること
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五感で大阪湾を体験する1,745万人



主要国・地域の1人1年当たり食用魚介類消費量の推移（粗食料ベース）

平成29年度水産白書より



平成29年度水産白書より

食用魚介類及び肉類の1人1年当たり消費量（純食料）と
たんぱく質の1人1日当たり消費量の推移

たんぱく質供給源が魚から肉へ
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たんぱく質を得るためには・・・・

多くの穀類を消費＝多くの化石燃料＋多くの水を使用



SDGs

地産地消＋魚食 ＝ 地球環境に優しい ＝ SDG13・14



ストーリー型イベント開催

「海と陸のつながりを味わおう」

1.田植え 2.生き物観察 3.稲刈り 4.漉き枠づくり 5.海苔漉き 6.収穫祭

 生産から加工、消費までの一連過程を体験
 栄養の循環や地域の生活に根ざした持続可能な環境保全のあ

り方を考え伝えていく。





活動を通じて分かってきたこと・・・

意識は変わる！！



多世代による協働型新レシピ開発
大阪湾の現状を正しく理解してもらう
大阪湾の魚介類の美味しさを一般家庭でも手軽に楽しん

でもらう
大阪湾における負のイメージを払拭する

HANNANキッチン



高校生によるレシピ開発

開発したレシピを商品化！



Impact Day 2016 大阪
（大阪湾生き物調査活動－大阪湾）

※2015年より参加

Sustainability－Social Responsibility 企業の社会的責任
海と直接の関わりが無い企業でも
海のためにできる事がある！！

プロロジス 生き物一斉調査

企業とNPOと国との連携



セブン-イレブン 阪南海の森づくり

企業と行政との長期間の協定による
沿岸域の環境保全

それぞれの立場から考える生態系サービス
それぞれができることを実践して組み合わせる
地域の次世代へ還元する

企業とNPOとの連携



そのためには・・・
 官も市民も企業も一緒に汗をかく
 みんなが楽しむ
 やる人・やらせる人をつくらない
 成果は全員のもの（独り占め厳禁！）

活動を継続させる事が大切！！

官も市民も企業もメリットが無ければ成立しない

官 ：いつまでも同じ事業を続けられない
市民：思いはあってもお金が無い
企業：利益に繋がる必要がある＝社内コンセンサス・株主の理解

企業にとってのメリット＝社会的責任＝企業価値の向上

出資だけのCSRは続かない⇒企業価値が下がる
活動が形として残る＝価値の見える化

課題もある



豊かな大阪湾の海に向けて

https://www.expo2025-osaka-japan.jp/overview/

https://www.expo2025-osaka-japan.jp/overview/


万博会場
（夢洲）



https://www.expo2025-osaka-japan.jp/overview/

https://www.expo2025-osaka-japan.jp/overview/


出典：ブルーカーボン研究会HP



環境（場）を作ることで豊かになる





万博会場
（夢洲）



四方を海に囲まれた会場だからこそ！！

https://www.expo2025-osaka-japan.jp/overview/

https://www.expo2025-osaka-japan.jp/overview/


 

船舶の接岸を妨げないで
生物多様性を確保

底質改善と生物の多様性を確保

防波・防潮機能を持ちつつ
生物の多様性を確保

港湾機能を損なうこと無く、環境改善・生物多様性を確保できる。

できることがある！！



「いのち輝く未来社会」の創造のためにも

1,745万人


	豊かな大阪湾の海に向けて
	大阪湾の概要
	スライド番号 3
	一般の人が感じる“大阪湾”の３大イメージ
	大阪湾の水質
	大阪湾の水質
	大阪湾の潮流
	大阪湾の水質
	大阪湾の主な漁場
	大阪湾の漁獲量の推移
	大阪湾の浮遊ごみ回収量
	豊かな大阪湾とは？
	スライド番号 13
	私たちができること
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	たんぱく質を得るためには・・・・
	SDGs
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	四方を海に囲まれた会場だからこそ！！
	スライド番号 35
	「いのち輝く未来社会」の創造のためにも

